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最近の理論・観測により、宇宙項入りの平坦な

���� ���� ��		
� ����� モデルが標準的な宇

宙論モデルとなってきた。このモデルに基づき、

我々は現在高精度 � �����シミュレーションによ

りダークマターハローの形成史を求め、星形成な

どの物理過程を含む準解析的モデルと結合させた

銀河形成モデルを構築している �数値銀河カタロ

グ� ��� ���������� 
	 ���� �� ��
����	����� これ

により、個々の銀河の特性だけでなく、空間分布

の情報も引き出すことが可能になる。近傍銀河の

光度関数をはじめとする様々な観測量を再現する

モデルを用いて、今回我々は近赤外領域での背景

輻射の非等方性を計算した。

背景輻射の観測には黄道光の寄与についての不

定性が避けられないが、揺らぎを観測することに

より平均値についての不定性にとらわれずに銀河

としては同定されないような暗い拡がった銀河の

情報を引き出すことが可能になる。

図 �に全ての銀河からの ������に相当する光

� � �� を天球面上に射影した強度図を示す。ス

パイクは明るい銀河からのものである。このよう

な明るい銀河を除くと、図  のような分布を得

る。これらを定量的に議論するため、球面調和展

開したものを図 !に示す。 � 体計算のボックスの

制限から、現在得られているのは約 �度四方の領

域であるため、 � � �""よりも大きい �狭い領域

で意味のある値である。おおよそ銀河の角度相関

から期待される傾きが得られたが、全ての銀河に

よる揺らぎと暗い銀河のみの揺らぎでは若干振舞

いが異なることがわかった。これは銀河を取り除

き方に対する振舞いを調べることからも、暗い銀

河についての情報を得られることを示しており、

将来の衛星等による背景光の揺らぎの観測から高

赤方偏移宇宙での銀河の様子を調べることができ

ることを示唆している。
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図 �� 全ての銀河からの光。

 1

 10

 100

 1000

 1

 10

 100

 1000

 0

 0.0005

 0.001

 0.0015

 0.002  0.0005

 0.001

 0.0015

 0.002

 0.0025

 1

 10

 100

 1000

K>19

図 �� � � ��の銀河のみの寄与。
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図 �� 揺らぎを球面調和展開したもの。


